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１．学ぶ意欲をもち、知性と良識の

あふれる村をつくります。
１．健康と安全を心がけ

明るく楽しい村をつくります。
１．勤労を喜び。力を合わせて

豊かな村をつくります。
１．自然を守り、人を愛し、

心やさしい村をつくります。
１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭と村をつくります。
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快

挙
１・

佐

井

村

が
保
健

文
化

賞

受

賞

（
十
月
十
四
日
）

今 月 の 紙 面

２～ ４ わいどの広場

赤十字の里づくり
５

検討委員会だより

６～ ７ 交母だより

８～ ９ 保健婦だより

１０ お知らせ

１１ 税務だより

１２～１３ Ｄｒ．吉岡の

健康談話室

１４ くらしの情報



村の中での話題、行事

などありましたら、役

場、企画調整課までご

一報下さい。

第
二
回
佐
井
村
社
会
福
祉
大
会

行
わ
れ
る

高
齢
社
会
を
迎
え
る
に
あ
た
り

今
後
の
課
題
で
あ
る
「
保
健
・
医

療
・
福
祉
」
の
一
体
化
を
目
指
し

さ
ら
に
は
生
涯
学
習
を
加
え
た
四

者
が
緊
密
に
連
携
を
保
ち
な
が
ら

住
民
の
生
き
が
い
づ
く
り
、
健
康

づ
く
り
の
実
践
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

が
楽
し
く
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の

形
成
を
目
的
に
十
月
十
日
ア
ル
ザ

ス
を
会
場
に
、
村
内
各
地
か
ら
約

五
百
名
が
集
い
、
賑
や
か
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
の
式
典

で
は
、
青
森
県
長
寿
福
祉
祭
で
の

県
知
事
表
彰
（
九
十
歳
以
上
の
長

寿
者

原
田

横
浜
た
き

外
六

名
）
、
国
民
健
康
保
健
優
良
家
庭

表
彰
（
古
佐
井

若
山
陽
一

外

七
名
）
国
民
健
康
保
険
小
・
中
学

生
作
品
コ

ン
ク
ー
ル
特
別
表
彰

（
佐
井
小
学
校
二
年

竹
内
康
文
）

並
び
に
、
よ
い
歯
コ
ン
ク
ー
ル
表

彰
（
佐
井
小
学
校
六
年

山
口

奈
々

外
三
名
）
と
幼
児
よ
い
歯

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
（
大
佐
井

田

名
部
哲
平

外
三
名
）

式
典
終
了
後
、
福
祉
協
力
校
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

事
例
発
表
が
あ
り
、
福
祉
活
動
の

体
験
談
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

昼
食
時
に
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
、
給
食
協
力
員
の
皆
さ
ん
の
手

作
り
の
弁
当
に
舌
鼓
し
、
午
後
か

ら
は
、
大
間
高
等
学
校
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
部
の
手
話
コ
ー
ラ

ス
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
川
畑

智
子

さ

ん
に
よ

る
、
正

し

い

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
仕
方
、
村
民
体

操
の
実
践
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
広
島
県
総
領
町
高
齢

者
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

ユ
ー

シ
ヤ
イ
ン
所
長

熊
原

保
先
生

に
よ
る
「
ま
あ
る
く
な
あ
れ
」
と

題
し
て
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
〔
ま
ち
づ
く
り
型

福
祉
を
め
ざ
す
ユ
ー
シ
ャ
イ
ン
実

践
〕
と
い
う
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
で
貴

重
な
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
毎
年
の
恒
例
と
な
っ

て
い
る
、
保
健
協
力
員
と
食
生
活

改
善
推
進
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
健

康
劇
と
、
盛
り
沢
山
の
催
し
物
が

あ
り
、
来
場
者
に
は
大
変
好
評
で

し
た
。

ま
た
、
佐
井
小
グ
ラ
ン
ド
で
は

ペ
タ
ン
ク
の
講
習
と
実
技
が
行
わ

れ
、
三
十
人
が
参
加
し
、
晴
天
の

も
と
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま

し
た
。
ア
ル
ザ
ス
で
は
、
健
骨
度

チ
ェ
ッ
ク
を
け
じ
め
、
保
健
衛
生

の
各
コ
ー
ナ
ー
、
社
会
福
祉
協
議

会
の
福
祉
活
動
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
コ
ー

ナ
ー
等
が
あ
り
、
多
く
の
来
場
者

で
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

健
康
の
大
切
さ
と
社
会
福
祉
の

充
実
を
訴
え
る
た
め
、
こ
の
大
会

を
今
後
も
継
続
す
る
こ
と
を
確
認

し
あ
っ
た
価
値
あ
る
一
日
で
し
た
。

な
お
、
表
彰
者
は
次
の
方
々
で

す
。○

長
寿
福
祉
祭
県
知
事
表
彰

●
九
十
歳
以
上
の
高
齢
者

・
原
田

横
浜

た
き

・
古
佐
井

小
沢

み
よ

・
磯
谷

東
出
き
く
ゑ

・
原
田

加
藤

と
ま

・
大
佐
井

太
田

き
ぬ

・
磯
谷

出
中

さ
と

・
原
田

高
橋

ゆ
き

（
平
成
七
年
八
月
二
十
九
日

の
表
彰
で
す
。）

○
社
会
福
祉
功
労
者

社
会
福
祉
事
業
の
充
実
に

｛

寄
付
さ
れ
た
方
々
で
す
。

｝

・
菊
池

愽
吉

・
佐
井
村
商
工
会
青
年
部

・
竹
内

重
雄

・
宮
野

順
一

・
島
野

芳
文

・
高
木
八
太
郎

・
福
田

欽
一

・
㈲
ス
ー
ハ
ニ
ア
（

ウ
ス

・
川
岸

害
ｔ
悦

・
大
坂
雅
子
・
裕
彦

・
青
森
県
生
命
保
険
協
会

○
国
民
健
康
保
険

優
良
家
庭
表
彰

・
原
田

池
田

り
わ

・
古
佐
井

若
山

陽
一

三

年
連
続
表
彰
）

・
大
佐
井

島
野

芳
弘

・
大
佐
井

荒
川

豊
一

・
矢
越

田
中

正
義

・
磯
谷

福
田

武
松

・
磯
谷

田
中

興
藏

・
福
浦

田
中
幸
太
郎

○
管
内
小
・
中
学
生
国
保

作
品
コ
ン
ク
ー
ル
特
別
賞

・
習
字
の
部

佐
井
小
二
年

竹
内

康
文

○
管
内
小
・
中
学
生

よ
い
歯
コ
ン
ク
ー
ル

・
最
優
秀
賞



佐
井
小
六
年

山
口

奈
々

・
優
秀
賞

小
学
校
一
～
四
年
生
の
部

佐
井
小
二
年

丹
藤

聡
子

小
学
校
五
～
六
年
生
の
部

佐
井
小
六
年

松
谷

浩
平

中
学
生
の
部

佐
井
中
三
年

川
岸

雅
也

○
幼
児
の
よ
い
歯
コ
ン
ク
ー
ル

古
佐
井

品
田

珠
枝

（
稔
）

古
佐
井

齊
藤

愛
理

大
樹

（
京
子
）

・
大
佐
井

田
名
部
哲
平

（
二
郎
）

○
ペ
タ
ン
ク
大
会

・
優
勝体

育
指
導
委
員
チ
ー
ム

・
準
優
勝

ぬ
い
ど
う
Ａ
チ
ー
ム

・
第
三
位

寿
Ｃ
チ
ー
ム

佐
井
漁
港
公
園
の
名
称
を

募
集
し
ま
す

村
で
は
ま
も

な
く
完

成
す

る

「
佐
井
漁
港
公
園
の
名
称
」
を
募
集

し
ま
す
。
村
民
は
も
と
よ
り
広
く

観
光
客
か
ら
も
親
し
ま
れ
、
利
用

さ
れ
る
佐
井
の
海
の
玄
関
に
ふ
さ

わ
し
い
名
称
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

」
応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
次
の
と
お
り
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

①
公
園
の
名
称
と
簡
単
な
説
明

②
住
所

③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

④
性
別

⑤
年
齢

⑥
職
業

⑦
電
話
番
号

一

募
集
期
間

平
成
七
年
十
一
月
一
日
（
水
）

～
十
一
月
三
十
日
（
木
）

一

発
表

広
報
さ
い
一
月
号
に
掲
載
し
ま

す
。

■
応
募
先

佐
井
村
役
場

建
設
課

■
そ
の
他

入
賞
者
に
は
粗
品
を
差
し
上
げ

ま
す
。

※

詳
し
く
は
佐
井
村
役
場
建
設

課
（
霓
二
八
－

二
一
一

匸

ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
六
回
青
森
県
青
年
の
船
体
験
記

「
青
年
の
船
」
に
参
加
し
て長

島

幸
雄

三

回
目

の
事
前
研

修
を
終
え

、

九
月
十
日

、
青
森
港

か
ら
青
年

の

船

と

な

る
新

さ

く

ら
丸

に

乗

船

し
、
最

初
の
目
的

地
で
あ

る
大

韓

民
国
へ
向
け
て
出
航
し
ま
し
た
。

出

航
後
二
日
目

に
は
、
海

が
荒

れ
船

酔

い
す

る
人

が
続
出
、

幸

い

に
も

私
は
船
酔

い
し
ま
せ

ん
で
し

た
が
、
前
後
左
右

に
揺

れ

る
船
内

で

の
活

動
、
特
に

講
義
に

つ
い
て

は
講

師
の
先
生
方

も
さ

ぞ
か
し
大

変
だ

っ
た

ろ
う
と
思

い
ま
す
。

今
回

の
青
年

の
船
の
訪
問

地
は

大
韓

民
国
と
中
華
人

民
共
和
国

の

二

か
国
、
両
国
で

の
主
な
活

動
と

し

て
名

所
・
記
念
館
見

学

や
現

地

青
年

と
の
交

流
を
行

い
ま
し
た
。

特

に
中
華
人
民
共

和
国
で

は
天

安

門
広

場
を
中
心

に
各
地
を
現

地
の

青
年

に
案
内
し

て
も
ら

っ
た
こ
と

も
あ
り
、
そ

の
夜

の
交
流
会
で
は
、

大
変

盛
り
上

が
り

ま
し

た
。
交

流

を
深

め
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

訪

問
地
研
修

で
は
、
大
韓
民

国

の
仏

国
寺
・
慶
州

古
墳
公

園
、
中

華
人

民
共
和
国

の
頤
和

園
、
天

安

門
広

場
、
万

里

の
長
城
な

ど
で
建

造
物

の
ス
ケ

ー
ル

の
大
き

さ
に
す

ご
く
感
動
し

ま
し
た
。

ま
た
、
市

内
見

学
の
他
天

津
工

人

新
村

（
日

本

で

い
う

ア

パ
ー
ト
）

に
住
む
人

と
話

を
す

る
こ

と

が
で
き
、
日
本

と
の
文
化
、
経

済
の
ち

が
い
を
肌

で
感
じ

る
こ

と
が
で
き

た
こ

と
は

大

変
良

い
勉

強
に
な

っ
た
と
思

い

ま
す

。

訪

問
地
で

の
研

修
の
他

に
は
船

内

で
の
講
話

・
講
義

や
、

洋
上

慰

霊

祭
、
洋
上
運
動
会

、
青
年

の
船

エ

フ
ェ
ス
テ

ィ

バ
ル
な

ど
色

々
な
イ

ベ
ン
ト
を
行

い
ま
し

た
。
特
に
洋

上

運
動
会

で
は
私

の
組
が
優
勝
す

る
な
ど
、
心

に
残

る
よ
い
思

い
出

と
な
り

ま
し

た
。

最
初
な

か
な
か
う
ち

と
け
ら

れ

な
か
っ
た

組
の
人
達

も
連
日
の
活

動

や
夜

の
雑
談
等
を
通
し

自
然

に

う

ち
と
け

あ

い
、
最
後

の
サ
ヨ

ナ

ラ
ラ

バ
ー
テ
ィ
ー
で

は
、

青
年

の

船
で
の
思

い
出
や
参
加

者
の
地
元

の
自
慢
話

に
花

が
咲

き
、
別
れ
を

惜
し
ん
で
い
ま
し

た
。

十
四
日

間
の
日

程
を

通
し
色

々

な
勉

強

が
で
き

ま
し
た
。
ま

た
、

今

回
の
研
修
で
知
り
合
っ
た
人
達
と

の
交

流
を

犬
切

に
し

末
長

く
つ
き

あ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
行

っ
て
よ

か
っ
た
と
思

え

る
研

修
で
し
た
。



福
浦
地
区
が

住
宅
防
災
モ
デ
ル
地
区
に

指
定
さ
れ
る

十
月
三
日
、
福
浦
地
区
生
活
改

善
セ
ン
タ
ー
で
地
城
住
民
少
年
消

防
ク
ラ
ブ
が
出
席
す
る
中
で
、
指

定
書
交
付
式

が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
火
災
全
体
に
お
け
る

住
宅
火
災
の
割
合
が
非
常
に
多
い

た
め
住
宅
防
火
策
の
強
化
を
図
る

目
的
で
指
定
さ
れ
る
も
の
で
、
佐

井
村
に
お
い
て
は
毎
日
の
夜
警
や
少

年
消
防
ク
ラ
ブ
の
活
動
で
火
災
予

防
に
積
極
的
な
福
浦
地
区
が
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
交
付
式
で
は
消
防

本
部
二
本
柳
次
長
が
指
定
書
を
手

渡
す
と
、
内
藤
久
志
地
区
総
代
が

「
私
達
の
住
む
福
浦
地
区
の
互
い

の
幸
福
を
願
い
住
宅
防
火
モ
デ
ル

地
区
と
し
て
、
火
災
の
な
い
明

る

い
住
み
よ
い
町
に
す
る
こ
と
を
誓

う
。」
と
力
強
く
宣
言
し
ま
し
た
。

ま
た
、
防
火
映
画
や
防
火
講
話

な
ど
も
行
な
わ
れ
、
出
席
者
は
火

災
予
防
に
対
す
る
心
が
ま
え
を
新

た
に
し
て
い
ま
し
た
。

ふ
机
あ
い
『
一
ぢ

Ｉ
ト

醤

皙

｀

九
月
二
十
八
日
に
ア
ル
ザ
ス
に

お
い
て
、
佐
井
村
教
育
委
員
会
・

電
源
開
発
株
式
会
社
の
共
催
に
よ

る
「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
村
内
の
小
・
中
学

生
が
多
数
集
ま
り
、
フ
ル
ー
ト
や

（
Ｉ
プ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
三
重
奏

を
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
は
、

（

Ｉ
プ
を
見
る
の
が
初
め
て
と
い

う
こ
と
で
楽
器
の
説
明
に
興
味
深

そ
う
に
う
な
ず
い
て
い
ま
し
た
。

生
の
演
奏
は
な
か
な
か
聴
く
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
、
こ
の
コ
ン

サ
ー
ト
は
大
変
良
い
勉
強
に
な
っ

た
よ
う
で
す
。

村
民
の
皆
様
へ

南
茅
部
町
か
ら
三
百
年
祭
の
お
礼
の

手
紙
が
届
き
ま
し
た

先
日
行
わ
れ
た
箭
根
森
八
幡

宮
の
三
百
年
祭
で
は
南
茅
部
町

の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
、
例
年

に
な
い
盛
り
上
が
り
と
な
り
ま

し
た
。

こ
の
南
茅
部
町
か
ら
、
お
礼

の
手
紙
が
届
き
ま
し
た
の
で
、

こ
こ
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

謹
啓

貴
殿
に
は
益
々
ご
健
勝

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。過

日
錦
地
に
お
い
て
行
わ
れ

ま
し
た
姉
妹
町
協
定
二
十
周
年

記
念
式
典
及
び
箭
根
森
八
幡
宮

三
百
年
祭
へ
の
参
加
に
際
し
ま

し
て
は
、
盛
大
な
歓
迎
を
賜
り

ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

特
に
箭
根
森
八
幡
宮
祭
を
初

め
山
車
へ
の
参
加
、
更
に
は
、

折
々
で
の
当
町
大
漁
太
鼓
の
披

露
に
色
々
と
お
心
遣
い
を
賜
り

ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
深
く
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
ど
も
と
致
し
ま
し
て
も
、

参
加
者
一
人
一
人
が
、
貴
重
な

体
験
と
特
色
あ
る
祭
り
の
盛
況

ぶ
り
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
、

今
ま
で
に
な
い
深
い
感
銘
を
受

け
た
こ
と
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
契
機
に
、
よ
り
一
層

姉
妹
町
と
し
て
の
絆
を
強
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。な

に
と
ぞ
、
今
後
と
も
ご
支

援
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
、
貴
村
の
益
々

の
ご
発
展
と
村
民
の
皆
様
の
ご

多
幸
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。

敬
具

平
成
七
年
九
月
二
十
一
囗

南
茅
部
町
長

飯
田

満

姉
妹
町
協
定
二
十
周
年
記
念
事

業
南
茅
部
町
実
行
委
員
会

会

長

加
藤

詔
三

三
百
年
祭
に
ご
協
力
頂
い
た

村
民
の
皆
様
に
改
め
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。



赤十字の里づくり

検討委員会だより

（ＮＯコ ）

三
上
剛
太
郎
物
語
出
版
調
査

研
究
部
会
が
発
足
！

広
報

さ
い
九
月
号

の
紙
上
で

「
赤
十
字
の
果

づ
く
り
検
討
委
員

会
」
の
設
置
や
、
設
置
に
あ
だ
っ

て
の
村
長
か
ら
の
提
言
を
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、
去
る
九
月
十
三

日
に
「
三
上
剛
太
郎
物
語
出
版
調

査
研
究
部
会
」
を
新
た
に
発
足
し

ま
し
た
。

こ
の
部
会
は
、
提
言
書
に
あ
る

「
私
た
ち
は
先
人
の
功
績
を
顕
彰

し
後
世
に
伝
え
引
き
継
ぐ
使
命
が

あ
る
こ
と
。
我
村
に
は
国
際
愛
に

生
き
、
人
類
愛
を
実
践
さ
れ
た
故

三
上
剛
太
郎
翁
の
遺
徳
が
あ
る
こ

と
。
翁
の
博
愛
・
求
道
の
精
神
を

尊
重
し
な
が
ら
村
民
が
助
け
合
い

一
致
団
結
し
て
村
創
り
に
取
り
組

む
こ
と
を
念
願
し
て
赤
十
字
の
里

づ
く
り
を
進
め
た
い
。」
と

い
う

提
言
を
受
け
て
設
置
さ
れ
た
も
の

で
す
。

当
面
、
都
会
で
は
故
剛
太
郎
翁

を
知
る
村
内
外
の
人
々
か
ら
の
聞

き
取
り
調
査
や
文
献
等
の
資
料
収

集
を
重
点
に
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
、
十
月
中
旬
か
ら
調
査
活
動
に

入
っ
て
い
ま
す
。

部

会

部

員

は

次

の

と

お

り

で

す

※
部
会
部
員

部

会

長

大
石
健
次
郎

副
部
会
長

今

修
一

部

員

奥
本

算
人

部

員

佐
藤

誠

部

員

岩
清
水

芳

村
民
の
シ
ン
ボ
ル

手
製
の
赤
十
字
旗
と
剛
太
郎
翁
の
胸
像

大
佐
井
浜
町
方
面
か
ら
ア
ル
ザ

ス
へ
入
る
と
白
地
に
赤
の
十
字
旗

の
写
真
パ
ネ
ル
と
そ
の
横
に
故
三

上
剛
太
郎
翁
の
胸
像
が
目
に
つ
き

ま
す
。

こ
の
像
は
、
仁
愛
の
精
神
と
求

道
の
生
涯
を
実
践
し
、
名
誉
村
民

と
な
っ
た
剛
太
郎
翁
の
在
り
し
囗

の
風
貌
を
胸
像
に
よ
っ
て
具
像
化

し
、
村
民
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

長
く
敬
慕
の
念
を
高
め
た
い
と
い

う
趣
旨
に
も
と
づ
き
村
民
の
深
い

賛
同
を
得
、
平
成
二
年
に
村
制
施

行
百
周
年
記
念
事
業
と
し
て
翁
の

偉
業
を
讃
え
る
た
め
胸
像
を
建
立

し
ま
し
た
。

故
三
上
剛
太
郎
先
生
胸
像

戦
場
の
生
命
を
救
っ
た

手

製

の

赤

十

字

旗

村
民
の
皆
様
へ

お
願

い

故

一
二

上

剛

太

郎

翁

に

つ

い

て

の

情

報

を

ご

提

供

く

だ

さ

い

！

剛
太
郎
翁
に
つ
い
て
の
こ
と
な
ら
な
ん
で
も
結
構

で
す
。
部
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

部
会
事
務
局

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

電
話
（
三
八
）
四
五
〇
六



交毋だより

佐 井 村

交通安全母の会

む
つ
・
下
北
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

に
参
加
し
て

宮
野
寿
美
子

十
月
三
日
、
川
内
町
で
会
員
一

一
〇
名
参
加
し
て
、
県
交
母
連
む

つ
・
下
北
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

か
も
し
か
ラ
イ
ン
は
色
づ
き
始
め

た
広
葉
樹
の
景
観
が
す
ば
ら
し

く
、
紅
葉
し
た
ば
か
り
と
思
わ
れ

ま
す
。
十
有
余
年
前
、
都
会
か
ら

の
来
訪
者
が
景
観
に
み
と
れ
て
、

車
と
命
を
谷
底
へ
落
さ
れ
た
の
は

ど
の
あ
た
り
だ
ろ
う
と
思
っ
た

ら
、
心
の
中
で
冥
福
を
祈
り
無
事

故
を
願
っ
て
い
ま
し
た
。

研
修
会
の
テ
ー
マ
は
「
み
ち
の

く
に
交
通
マ
ナ
ー
の
広
が
り
を
」

講
師
の
む
つ
警
察
署
杉
木
交
通
課

長
は
、
悪
質
な
違
反
に
よ
る
事
故

は
Ｉ
〇
％
く
ら
い
で
、
前
方
不
注

意
、
安
全
不
確
認
な
ど
単
純
な
事

故
が
多
い
、
交
通
事
故
を
天
災
と

同
じ
よ
う
に
考
え
る
な
ど
事
故
に

対
す
る
意
識
が
非
常
に
低
い
（
鈍

号

と
分
析
匸

父
通
事
故
教
育
の

必
要
性
を
力
説
さ
れ
ま
し
た
。
続

い
て
む
つ
警
察
署
長
よ
り
管
内
小

学
生
に
対
し
「
家
庭
の
交
通
安
全

指
導
員
」
の
委
嘱
状
を
出
し
て
効

果
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
、
母
親
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
し
な
い
と
子

供
も
利
己
的
に
な
る
。
利
己
的
な

人
は
事
故

を
起
こ
し
や
す
い
」

等
々
有
益
な
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。間

宮
会
長
も
挨
拶
の
中
で
、「
地

域
の
た
め
と
思
っ
て
や
っ
て
き
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
が
、
ふ

り
か
え
っ
て
み
ま
す
と
ボ
ケ
も
せ

ず
病
気
も
せ
ず
、
こ
ん
な
に
長
く

続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
結
局
自

分
の
た
め
で
も
あ
っ
た
と
つ
く
づ

く
あ
り
か
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

小
学
生
の
作
文
発
表
で
は
、
自

転
車
乗
り
で
ル
ー
ル
を
守
ら
ず
ヒ

ヤ
ッ
と
し
た
こ
と
、
交
通
量
調
査

で
ス
ピ
ー
ド
違
反
が
多
い
と
感
じ

た
こ
と
な
ど
、
し
っ
か
り
し
た
交

通
安
全
意
識
を
持
っ
た
意
見
を
聞

い
て
頼
も
し
く
思
い
ま
し
た
。

事
故
に
よ
る
被
害
者
は
高
齢
者

が
四
割
強
と
圧
倒
的
に
多
い
の
で

す
が
、
馬
車
の
時
代
に
育
っ
た
人

を
教
育
す
る
の
は
な
か
な
か
難
し

い
こ
と
で
す
。
子
供
達
を
良
き
交

通
社
会
人
に
育
て
る
た
め
に
共
に

頑
張
り
ま
し
よ
つヽ
。

秋
の
交
通
安
全
運
動
を
終
え
て

九
月
二
十
一
日
～
三
十
日
は
秋

の
交
通
安
全
運
動
で
例
年
通
り
、

通
学
路
の
街
頭
指
導
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
回
街
頭
に
立
っ
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
の
感
想
を
聞
い
て
み

る
と
、
「
ち
ょ
っ
と
慣
れ
な
い
の

で
は
ず
か
し
か
っ
た
」
「
元
気
に

挨

拶
し

て
く

れ
て

良
か

っ
た
」

「
ち
ゃ
ん
と
右
側
歩
行
、
横
断
歩

道
を
渡
っ
て
い
た
」
「
雨

の
日
は

車
で
送
ら
れ
る
子
供
が
多
い
よ
う

だ

」「
中

学

生

は

歩

道
（
片

側

だ

け

）

の

あ

る
と

こ

ろ

で
も

右

側

を

歩

い

て

い

る

が
、

歩

道

を

歩

い
た

ほ
う

が

い

い

の

で
は

な

い

か
」

…

な

ど

な
ど

で
し

た

。

朝

の
忙

し

い
時

間

の

ご
協

力

く

だ

さ

っ
た

お

母

さ

ん

方

あ

り

が
と

う

ご

ざ

い
ま

し

た

。

あ

な

た

が

立

つ
こ

と

で

家

族

み

ん

な

の
交

通

安

全

意

識

が

高

ま

り

ま

す

。

自動車に乗ったら

シートベルト

●
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、

ど
ち
ら
も
命
を
守
る
大
切
な
も
の

忘
れ
ず
に
正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

バイクを運転するときは

ヘルメット

１１月１日現在

交通事故死ゼ囗

４
，
３９６

日



交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
す
ぐ
相
談
所
へ

突
然
、
交
通
事
故
に
遭
う
と
慌

て
て
し
ま
い
ま
す
。

損
害
賠
償
の
請
求
そ
の
他
に
つ

い
て
ど
し
た
ら
よ
う
か
、
と
ま
ど

う
の
は
当
然
で
す
。

こ
ん
な
と
き
は
、
一
日
で
も
早

く
、
県
の
交
通
事
故
相
談
所
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
所
で
は
専
門
の
相
談
員
や

弁
護
士
が
無
料
で
相
談
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。

電
話
や
手
紙
で
の
相
談
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

■
相
談
時
間

月
～
金

午
前
九
時
～
午
後
四
時

土
曜
・
日
曜
・
休
日

は
除
き
ま

す
。

■
相
談
所

本
所青

森
市
新
町
二
丁
目
の
三
の
一

県
庁
別
館
一
階
（
県
警
本
部
内
）

公
○
一
七
七
－

二
二
－

一
一
一
一

内
線
五
四
四
〇
～
五
四
四
一

弁
護
士
相
談

毎
週
月
曜
日

午
後
十
時
か
ら
正
午
ま
で

地
区
交
母
だ
よ
り

牛
滝
地
区
交
通
安
全
母
の
会

で
は
、
学
校
の
先
生
、
高
学
年
児

童
生
徒
と
共
に
、
登
校
時
の
歩

行
街
頭
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
目
的
は
「
登
下
校
の
態

度
を
見
つ
め
直
し
交
通
事
故
を

未
然
に
防
ぐ
意
識
を
図
ろ
う
」

と
い
う
も
の
で
す
。

交
通
安
全
は
日
頃
の
積
み
重

ね
が
大
切
で
す
。
み
な
さ
ん
も
、

道
路
を
歩
く
と
き
は
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

反

射

材

を

着

用

し

ま

し

ょ

う

夜
間
は
、
歩
行
者
か
ら
自
動
車
の
ラ
イ
ト
は
見
え
て
い
て
も
、

運
転
者
か
ら
は
歩
行
者
が
見
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

特
に
雨
が
降
っ
て
い
る
場
合
は
路
面
が
濡
れ
て
ラ
イ
ト
が
反
射

す
る
た
め
、
一
層
見
え
に
く
く
な
り
ま
す
。

夜
間
の
交
道
事
故
防
止
の
た
め
、
外
出
す
る
時
は
で
き
る
だ
け
明

る
い
服
装
を
心
が
け
、
靴
や
カ
バ
ン
な
ど
に
反
射
材
を
つ
け
ま
よ
う
。

夜
間
に
道
路
を
横
断
す
る
時
は
、
自
転
車
か
ら
よ
く
見
え
る
よ

う
に
道
路
照
明
の
あ
る
明
る
い
場
所
を
選
ん
で
、
安
全
を
確
か
め

て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。

一飲 んで 乗 る あな たは天 国 家族 は地獄 交通安全は家庭から

県内の交通事故概況

（ ）は前年。累計は１月から。速報値のため後日変更することがあります。

青森県交通安全フェスティバル
日時

平成フ年１１月９日㈲
１０時３０分～１４時３０分

場所

五所川原市
ふるさと交流圈民センター

（五所川原市幾代森２４―１５）

主な催し物
・県警音楽隊の演奏・演技

・交通安全功労者等の表彰
・五所川原女声コーラスの合唱
・交通安全意見発表

・特別講演（講師：吉幾三）
・交通安全用品展示

・シートベルトコンビンサー衝撃

毎月１日は交通安全家庭の日 １０日、２０日、３０日は交通事故ゼロの日

カチッとベルト キチッとルール



保健婦だより

骨をいつまでも
じようぶに

あなたの骨は

大丈夫？

な
ぜ
年
を
と
る
と
腰
や
背
中
が

曲
か
っ
て
し
ま
う
の
か

考
え
た
こ
と
あ
り
ま
す
か
？

年
を
と
る
と
腰
が
曲
が
る
の
は

老
化
現
象
だ
か
ら
仕
方
な
い
、
と

あ
き
ら
め
て
い
た
時
代
が
あ
り
ま

し
た
。確
か
に
年
を
と
る
に
つ
れ
、

骨
は
次
第
に
弱
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。
し
か
し
問
題
な
の
は
自
然
現

象
に
加
え
、
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
な

ど
骨
に
よ
く
な
い
生
活
習
慣
が
長

い
問
続
く
と
、
骨
の
弱
さ
が
顕
著

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。

腰
や
背
中
が
曲
が
る
原
因
も
、

実
は
極
度
に
も
ろ
く
な
っ
た
骨

（
脊
椎
）
が
骨
折
を
起
こ
し
て
い

る
場
合
が
多
い
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
骨
が
弱
く
、
も

ろ
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
状
態
を

こっ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う

『
骨
粗

鬆

症

』
と
い
い
ま
す
。

骨
粗
鬆
症
の

。粗
”
は

。あ
ら

い
へ

冐
怛

は

。す
”
と
い
う
意

味
で
す
。

つ
ま
り
骨
の
内
部
が
徂
く
、
す

が
入
っ
た
よ
う
に
も
ろ
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
状
態
の
こ
と
で
す
。
こ

の
病
気
の
特
徴
は
、
も
ろ
く
な
っ

た
骨
が
非
常
に
折
れ
や
す
い
と
い

う
点
。
体
を
ひ
ね
っ
た
だ
け
で
骨

折
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

去
る
十
月
十
日
、
第
二
回
保
健

福
祉
大
会
が
澗
隹
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
の

夕
骨
ま
で
愛
し
て
コ
ー

ナ
ー
”
で
は
、
骨
の
丈
夫
さ
（
健

骨
度
）
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、
食

生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る
カ
ル
シ

ウ
ム
を
多
く
含
ん
だ
献
立
の
紹
介

と
試
食
、
正
し
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
仕
方
の
実
際
と
指
導
、
骨
に
や

さ
し
い
環
境
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
介

護
用
品
等
の
展
示
を
行
い
ま
し

た
。骨

を
ほ
ん
の
少
し
叩
き
発
生
す

る
振
動
数
と
腕
の
長
さ
を
測
定
し

て
健
骨
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、

結
果
は
い
か
が
で
し
た
か
？

平
均
値
を
上
回
り
グ
ラ
フ
の
青

い
層
に
入
り
骨
を
日
頃
か
ら
鍛
え

て
い
る
人
、
赤
い
層
に
入
り
気
が

つ
か
な
い
う
ち
に
進
ん
で
い
た
骨

の
老
化
に
驚
い
た
人
も
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
結
果
が
良
か
っ
た
人

は
今
以
上
に
、
平
均
値
の
人
は
油

断
せ
ず
、
そ
し
て
悪
か
っ
た
人
は

今
か
ら
で
も
遅
く
あ
り
ま
せ
ん
。

骨
に
良
い
生
活
を
心
が
け
、
い
つ

骨
粗
鬆
症
を
予
防
す
る

三
つ
の
ポ
イ
ン
ト

骨
粗
饂
症
の
予
防
に
は
、
①
カ
ル

シ
ウ
ム
の
十
分
な
摂
取
、
②
適
度
な

運
動
、
③
日
光
浴
の
三
つ
が
ポ
イ
ン

ト
に
な
り
ま
す
。
こ
の
三
つ
の
要

素
を
ど
れ
だ
け
日
頃
の
生
活
に
取

り
込
め
る
か
が
骨
を
い
つ
ま
で
も

丈
夫
に
憚
つ
コ
ツ
と
い
え
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
ー

栄
養

カ
ル
シ
ウ
ム
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

を
毎
日
食
卓
に

カ
ル
シ
ウ
ム
を
た
っ
ぷ
り

と
ろ
う

骨
粗
世
症
予
防
の
第
一
は
カ
ル

シ
ウ
ム
を
毎
日
た
っ
ぷ
り
と
る
こ

と
。
し
か
し
、
問
題
な
の
は
、
カ

ル
シ
ウ
ム
は
体
内
へ
吸
収
さ
れ
に

く
い
点
。
最
も
吸
収
率
の
高
い
牛

乳
で
も
約
五
〇
％
、
そ
の
た
め
吸

収
率
を
高
め
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
摂

取
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
２

日
光
浴

適
度
に
紫
外
線
を
浴
び
て

カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
率
を

ア
ッ
プ
し
よ
う

カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
率
を
高
め

る
た
め
に
は
、
活
性
型
ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
の
力
を
借
り
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
食
べ
物
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
以

外
に
も
皮
下
脂
肪
に
あ
る
プ
ロ
ビ

タ
ミ
ン
Ｄ
と

い
う
物
質

が
日
光

（
紫
外
線
）
を
浴
び
る
こ
と
で
ビ

タ
ミ
ン
Ｄ
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。

日
光
浴
と
い
っ
て
も
戸
外
を
散

歩
す
る
程
度
で
十
分
で
す
。
一
日

一
度
は
日
光
を
浴
び
、
ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
の
も
と
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
３

運
動

こ
ま
め
に
体
を
動
か
し
て

骨
を
丈
夫
に
し
よ
う

骨
を
丈
夫
に
す
る
三
つ
め
の
要

素
が
運
動
で
す
。
適
度
な
運
動
に

糾 シウムの吸収を助けるもの、悪いもの

日 本 人 の 食生 活 は慢 性 的 な カル シ ウ ム 不 足

を 招 いて 心 す。 そ れを 克服 する に は、 意識 的

に カ ルシ ウ ムの 多 い 食品 を 食卓 に 登場 さ せる こ

と と吸 収 率 を 高め ろビ タ ミ ンＤ い 、 吸収 を 妨

げ る食 品を 控 え ろな ど、 ノ巧 ン スの とれた 食 生

刮 吠 切で す。

腸 管 で の

カ ル シ ウ ム の

吸 収 を 助 け る

栄 養 素

ビ タミンＤ

肝 臓と 髫臓 で舌椌 化 さ れたビ タ ミ ンＤ は 、

カ ルシ ウ ムの 曾 管で の叫 収 を促 迪 しま す、

干 しし い たけ 味 日 乾煌 ） やい わ し、 かつ

お なｙ ビ タミ ンＤ を 多 く含 む食 品 を積 極的

に１ べ まＬ ｊ う．

リン酸
１１ン 誑 匐皿 りｌ ぎｌｊ，ａ 管 で伺 カル シ

ウ・ の囑 ａ を嵋ｌｆ ます． カ ルシ ウム ｔ

りン 瞹ＩＭ ・ランヌ が 大伺 で． １： １ ～

、１ ：２ が旦 想 的と いわ れて い ます、

齬・アルコール・二コチン

皿 り過 ぎ ると カル シウ ム の扨 淒を

眤 しま す ．健凛 の ため に もあ まり

に も皿 か らい 食ぺ 物、遇ま の皿 酒・

ｊ 煙に は 十分‘Ｓ倉 曾し ま しょ 剱

瞿テｌ ス贋考ｌて
カ ルシ ウム は、 他 の 食べ 猗（ 栄 寶索 ）

と の 食べ 合わ せ か爾 内 への 吸皿 率にｌ ｌ

し ま す。 その た めカ ルシ ウ ムを 息皿 して

と りな が ら、 いろ い ろな 栄ｌ 素 をバ ラ ン

ス よ くと るこ とか 大 口で す。 康 人病 予 防

の た めに も、 １臼 ３Ｕ食品 を目 榲 に、 栄 養

の バラ ン スを 号え た 食事 に心 がけ ま しょ

う 。

、

日 光 裕

、

適度｜こ紫外線を浴びてカルシ

ウムの吸収窩をアップしよう

か ｌ シウ ム 四吸 収 凖 を高 め るた め｜： は， 活 眈

型ビ タ ミン Ｄ の 力を 借 りな Ｇ Ｉまな り ませ ん，

食ぺ 物 のビ タ ミ ンＤ 以 外１：６ 皮下 脂 肪 にあ るプ

ロビ タ ミン Ｄ と い う勧質 が 日 光 度 外 謳 を 俗 ぴ

るこ とで ビ タ ミ ンＤ がっ ら れ ます。

日尤ｉ斟 い っ て も戸 外を 散歩 す 乙程度 で十 分

です ， １日 ｌ 度｜よ日 尤 を浴 び ，ビ タ ミン Ｄ の ６

ａ つ（ Ｉｕ し ょう
。

運動

こまめに体を動かして

骨を丈夫｜こしよう

骨 を丈 夫 に する ３つ めの 要 素が 運 動で す、 適

度 な 運鮑 ： よっ て骨 仁負刪 負 荷）り ・ＩＪてや る

と、 かｌ シ ウ厶 の吸 着ヵ餮 鳶 さ れ丈夫 な 骨を 形

成 す るこ とが で Ｈ す。 逆に 負荷 が かｊ・ら ない

ほ か ら か レシり が 溶ｌｊだ 廴てＬ ｎ こ に 。

特別 な スポ ー タ を行 う・必 要 はあ

りませ ん，日 常１ ・｜ の ゆでＩこま め｜：

体 を跏 ・す 程度 で十 分で す貳 で き

れ ぱ成 人 病予 防の た めＩＭ ＩＥ １

万 歩を 目纜 に歩 ９だ Ｍ ので す。



よ
っ
て
骨
に
負
担
（
負
荷
）
を
か

け
て
や
る
と
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸

着
が
促
進
さ
れ
丈
夫
な
骨
を
形
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
逆
に
負

担
が
か
か
ら
な
い
と
骨
か
ら
カ
ル

シ
ウ
ム
が
溶
け
た
し
て
し
ま
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

特
別
な
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
常
生
活
の
中

で
こ
ま
め
に
体
を
動
か
す
程
度
で

十
分
で
す
が
、
で
き
れ
ば
成
人
病

予
防
の
た
め
に
も
一
日
一
万
歩
を

目
標
に
歩
き
た
い
も
の
で
す
。

骨
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
方
を
し
よ
う

骨
粗
鬆
症
が
引
き
金
に
な
っ
て

大
腿
骨
頸
部
骨
折
（
太
も
も
の
つ

け
根
部
分
の
骨
折
）
を
起
こ
す
中

高
年
者
は
、
毎
年
五
万
人
を
数
え

て
い
ま
す
。

高
齢
に
な
る
と
足
腰
の
弱
り
や

視
力
の
衰
え
な
ど
で
、
転
び
や
す

く
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
骨

粗
粒
症
で
骨
が
弱
く
な
っ
て
い
る

と
骨
折
に
つ
な
が
り
ま
す
。
住
ま

い
な
ど
の
生
活
環
境
を
見
直
し
、

転
倒
防
止
策
を
が‥

お
年寄 りの車奉 Ｕ事故の約半数が家庭で起

こっています。家庭 内の安全点検 を行い、
骨折をさせない、 しない暮らしの丁夫 を ／

① 整 理 整 頓

餮理整頓が転倒防Ｉ卜の基
本。 家耳類のぐらっ きな
ども点検。お年番りの寝
童はとくに十分な配席を。
布団に足をとられて転倒
するヶ－スも多い。

（ｚ）潸 り 亅上脱）

廊下や床、階段 などは滑
らないようにＴ夫を。 階
段に済り亠めをし、でき
れば段差を小 さくしたり、
弓・すりをつけたｔ卜 蔗ｒＦ
にｌまカーペ・ｙ卜なごマ１番
り１卜心を。

③）ｉ谷∃Ｅ・ト イ レ

照明は明る く、和式トイ
レ はできれば補助便庫な
どで洋式に。浴槽にはて
すりをつけると安心。洗
い塲の滑りＩ卜めも忘 れず
に。

④ ）１己ｆ元 １ま 明ｌ－る く

居 室 、 廊 下 、 階 段 な ど に

常 夜 灯 を つ け 、 足 元 は 常

ｌこ回月る く し 了 冫ｓ きｆこｔ 。ヽ

（ 弖）夕１・出 －す る と き

夜 間 や 天 気 の 悪 い と き の

夕ｉ－ａｉｌまマ き る ｙどｌｔさｌｔ よ

う 。 外 出 時 に は 康 き な れ

た 靴 と 洋 服 で 。 ふ ら つ き

防 Ｉ卜 に は ス フ ッ キ の 使 用

も 夊カＪＩＵ吻。
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１１月 七五三

電気器具は説明書をよく読んで

剛東北電気保安協会

村
職
員
を
募
集
し
ま
す

平
成
八
年
四
月
一
日
付
採
用
の

村
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
さ

れ
る
方
は
、
必
要
書
類
を
提
出
し

て
下
さ
い
。

■
募
集
人
員

保
健
婦
一
名

■
受
験
資
格

昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日
以
降
昭

和
四
十
八
年
四
月
二
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
保
健
婦
の
資
格
を
有

す
る
方
又
は
、
習
得
見
込
の
方

」
提
出
書
類

二

履
歴
書

二
、
最
終
学
校
卒
業
（
見
込
）
証

明
書
及
び
成
績
証
明
書

三
、
健
康
診
断
書

四
、
写
真
一
枚
（
履
歴
書
に
添
付

し
た
写
真
と
同
様
の
も
の
）

一

試
験
囗
及
び
試
験
科
目

後
日
連
絡
し
ま
す

■
給
与
等

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
規

定
に
よ
り
決
定
し
ま
す

■
応
募
方
法

平
成
七
年
十
一
月
二
十
日
（
月
）

ま
で
、
役
場
総
務
課
に
提
出
し
て

下
さ
い
。

佐
井
村
役
場
総
務
課

昔
三
八
上

一
一
一
一

平
成
八
年
度
佐
井
村
保
育
所
の

入
所
児
童
を
募
集
し
ま
す

佐
井
村
保
育
所
で
は
、
平
成
八

年
度
の
保
育
所
入
所
児
童
を
募
集

し
ま
す
。

保
育
所
は
、
児
童
の
保
護
者
、

特
に
母
親
が
就
労
、
病
気
、
病
人

の
看
護
な
ど
の
理
由
で
家
庭
内
保

育
が
十
分
に
で
き
な
い
場
合
、
保

護
者
に
代
わ
っ
て
保
育
す
る
施
設

で
す
。

入
所
基
準
は

・
「
家
庭
外
労
働
」
母
親
が
家

庭
外
の
仕
事
が
主
な
た
め
、

家
庭
内
保
育
が
で
き
な
い
。

・
「
家
庭
内
労
働
」
母
親
が
内

職
な
ど
、
家
事
以
外
の
仕
事

が
主
な
た
め
、
十
分
な
家
庭

内
保
育
が
で
き
な
い
。

・
「
母
親
が
出
産
・
病
気
」
母

親
が
出
産
の
前
後
で
あ
っ
た

り
、
病
気
な
ど
の
た
め
、
十

分
な
家
庭
内
保
育
が
で
き
な

い
。

・
「
病
人
の
看
護
」
家
庭
内
に

病
人
が
い
て
母
親
が
看
護
に

あ
た
っ
て
お
り
、
十
分
な
家

庭
内
保
育
が
で
き
な
い
。

佐
井
村
保
育
所
の
定
員
は
九
十

名
で
す
が
、
入
所
希
望
者
は
早
め

に
申
請
し
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

※
特
に
、
三
才
未
満
児
の
入
所
希

望
者
は
、
受
付
期
限
を
厳
守
し
て

下
さ
い
。

０

受
付
期
間

平
成
七
年
十
一
月
六
日
（
月
）

か
ら
平
成
七
年
十
二

月
五
日

（
火
）
ま
で

○
受
付
場
所

・
佐
井
村
役
場
住
民
福
祉
課

・
佐
井
村
保
育
所

※
「
保
育
所
入
所
申
請
用
紙
」
は
、

受
付
場
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。

詳
し
く
は
、
佐
井
村
役
場
住
民

福
祉
課
ま
で
お
問

い
合
せ
下

さ

い
。

（
電
話

三
八
－

二
一
一

匸

海
上
自
衛
隊
大
湊
地
方
隊
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

海
上
自
衛

隊
大
湊
地
方
隊
で

は
、
地
域
の
皆
様
と
の
交
流
を
図

る
た
め
に
、
大
湊
音
楽
隊
に
よ
る

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
場
所
及
び
日
時

下
北
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

平
成
七
年
十
二
月
一
日
（
金
）

午
後
六
時
三
十
分
か
ら

午
後
八
時
三
十
分
ま
で

■
内
容

第
一
部

「
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
課
題
曲
集
」

デ
ィ
ス
コ
キ
ッ
ド
、
か
ぞ
え
う

た
、
風
門
ほ
か

第
二
部

「
ヘ
ン
リ
ー
・
マ
ン
シ
ー
ニ
の
想

ひ
出
」

ひ
ま
わ
り
、
ピ
ン
ク
パ
ン
サ
ー
、

シ
ャ
レ
ー
ド
ほ
か

」
応
募
要
領

入
場
は
無
料
で
す
。
入
場
を
ご

希
望
の
方
は
、
往
復
（

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

ご
記
入
の
う
え

〒
○
三
五

む
つ
市
大
湊
町
四
の
Ｉ

大
湊
地
方
総
監
部
広
報
係

ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
未
就
学
児

童
の
入
場
は
、
お
断
り
し
て
お
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

Ａ
締
切
り

十
一
月
二
十
二
日

（
水
）
当
日
消
印
有
効
▽

詳
し
く
は
、

海
上
自
衛
隊

大
湊
地
方
総
監
部

広
報
係

昔
二
四
―
一
六
四
〇

ま
で
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

Ｓ ０１７７－２３－２３７９

奥

さ

ま

と

税

パ
ー
ト
収
入
は
、
通
常
、
給
与

所
得
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て

パ
ー
ト
の
年
収
が
Ｉ
〇
三
万
円
以

下
で
す
と
給
与
所
得
控
除
額
（
最

低
六
五
万
円
）
を
差
し
引
い
た
残

額
が
基
礎
控
除
（
三
八
万
円
）
以

下
と
な
り
ま
す
の
で
、
所
得
税
は

か
か
り
ま
せ
ん
し
、
配
偶
者
控
除

を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
内
職
な
ど
の
収
入
は
、

収
入
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引
い

た
残
り
が
事
業
所
得
又
は
雑
所
得

と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
家
内
労
働
者
な
ど
、

特
定
の
人
に
対
し
て
継
続
し
て
労

務
の
提
供
を
す
る
人
に
つ

い
て

は
、
必
要
経
費
と
し
て
六
五
万
円

（
収
入
金
額
が
限
度
で
す
）
を
差

し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
収
入
が
内
職
だ

け
の
場
合
は
、
パ
ー
ト
収
入
と
同

様
に
年
収
が
Ｉ
〇
三
万
円
以
下
で

す
と
所
得

税
は
か
か
り
ま
せ
ん

し
、
配
偶
者
控
除
を
受
け
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、最
寄
り
の
税
務
署
や

税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

リ

サ

イ

ク
ル

推

進

月

間

「
お
酒
の
容
器
の
リ
サ
イ
ク
ル
法
」

国
税
庁
で
は
、
廃
棄
物
問
題
に

効
果
の
あ
る
手
法
と
し
て
、
空
容

器
の
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
（
そ
の
ま
ま

再
利
用
）
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

年
間
使
用
さ
れ
て
い
る
ビ
ー
ル

瓶
の
う
ち
九
七
％
が
回
収
さ
れ
ま

す
。
一
升
瓶
も
、
八
三
％
が
回
収

の
上
再
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ワ
ン
ウ
ェ
イ
瓶
、
缶
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、紙
パ
ッ
ク
等
は
、

細
か
く
砕
か
れ
再
生
資
源
と
し
て

利
用
さ
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に

使
わ
れ
て
い
る
合
成
樹
脂
を
科
学

的
に
処
理
し
、
重
油
等
を
つ
く
り

だ
す
研
究

が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

【
リ
サ
イ
ク
ル
に
貢
献
す
る
た
め

に
】次

の
よ
う
な
点
に
少
し
気
を
配

る
だ
け
で
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
リ
サ
イ
ク
ル
を
指
向
し
た
容
器

を
選
ぶ
。

○
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
区
別

し
て
リ
サ
イ
ク
ル

ー
ル
ー
ト
に

乗
せ
る
。

○
空
容
器
に
は
、
吸
殻
等
を
入
れ

な
い
。

○
簡
易
包
装
と
す
る
。

○
ゴ
ミ
に
な
る
よ
う
な
も
の
は
む

や
み
に
買
わ
な
い
。

母

子

家

庭

の

方

々

の

た

め

に

Λ

児

童

扶
養

手

当

▽

○

支

給
対

象

何

ら

か
の
理

由

に
よ

り

、
父

と

生

計

を

同

じ

く
し

て
い
な

い
児

童

を
養

育

し
て
い
る
場

合

又

は
父

が
心

身

に

障

害

の
あ

る
場

合

に
、
そ
の
児

童

を

養

育

し
て
い
る
母
（
又

は
養

育

者

）
に

対

し

て
児

童

扶

養

手

当

が
支

給

さ

れ

ま

す

。
な

お
、
手

当

の
支

給

は
児

童

が
十

八

歳

に
達

し

た

年

度

末

ま

で
支

給
の
対

象

と

な
り

ま

す

。

た

だ

し

、

児

童

が

施

設

に
入

所

し

た

り

、

母

（
又

は

養

育

者

）

若

し

く

は

児

童

が

国

民

年

金

（
老

齢

福

祉

年

金

を

除

く

。
）
、
厚

生

年

年

、

恩

給

な

ど

の
公

的

年

金

を
受

け

て

い

る

と

き

、

又

は
児

童

が
年

金

の

加

算

の

対

象

に

な

っ

て

い

る

と

き

は
支

給

さ

れ

ま

せ

ん
。

な

お

、

昭

和

六

十

年

八

月

一

日
以

降

に

支

給

要

件

に

該

当

す

る

こ

と

に

な

っ

た

方

に

つ

い
て

は

、

支

給

要

件

に

該

当

し

た

日

か

ら

、

五

年

を
経

過

し

た
場

合

に
は

、
正

当

な

理

由

が
あ

る

と

き

を

除

き

認

定

請

求

が

で

き

な

く

な
り

ま

す

。

○
手

当

額

（
平

成

七
年

四

日

一
月

以

降

）

・
手

当

の
金

額

を

受

給

で

き

る
場

合

の
手

当

月

額

児

童

一

人

四

一

、
三

九

〇

円

児

童

二

人

四

六

、
三

九

〇

円

・
手
当

の
一
部
を
受

給
で
き

る
場

合
の
手
当
月
額

児
童
一
人

一
一
七
、
六
九
〇
円

児
童
一
一
人

三
二
、
六
九
〇
円

以
下

、
児

童
数

が
一
人

増
す

ご

と
に
三
、
〇
〇

〇
円

を
加

算
し
ま

す
。
（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
）

Λ

特
別
児
童

扶
養
手
当
▽

○
支

給
対

象

精
神
又
は
身

体
に
障
害

の
あ

る

二

十
歳
未
満

の
児

童
を
監

護
す

る

父

又
は
母
、
若

し
く
は

そ
の
養
育

者
に
特
別
児
童

扶
養
手
当

が
支
給

さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
対

象
児

童

が
施
設
等

に
入
所
し

て

い
る
場
合

は
支
給

さ

れ
ま
せ
ん
。

○
手
当

額

（
平

成
七
年
四
月

一
日
以

降
）

・

重
度
障
害
児

の
場
合

（
一

級
）

五
〇
匸

二
五
〇
円

障
害
程

度
が
、
身
体

障
害
者
手

帳
一
級
、
二

級
、
愛
護
手

帳
Ａ
程

度
。

・
中
度
障
害
児

の
場
合

（
二

級
）

三
三

、
五
三

〇
円

障
害
程

度

が
、
身

体
障
害
者
手

帳
三
級
、
愛
護
手
帳
Ｂ

程
度
。

（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
）

詳
し

い
こ
と

は
、

役
場
住
民

福

祉
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。



Ｄｒ．吉岡の

健康談話室（第６回）

癌
に
な
り
や
す
い
人
の
た
め
に

一
初
め
に
、
ガ
ン
保
険
に
入
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
？

癌
を
ど
う

や
っ
て
治
す
か
よ

り
、
ど
う
し
て
癌
に
な
る
の
か
を

科
学
的
に
証
明
し
て
い
る
研
究
は

多
い
。
あ
る
食
べ
物
を
多
く
食

べ

る
と
な
り
や
す
い
と
い
う
癌
、
あ

る
職
業
の
人
に
な
り
や
す
い
と
い

う
癌
、
あ
る
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

た
人
に
な
り
や
す
い
と
い
う
癌
、

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
か

ら
私
た
ち
に
身
近
な
環
境
と
癌
に

つ
い
て
お
話
し
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
を
食
べ
て
い
れ
ば
絶
対
癌
に

な
ら
な
い
と
い
う
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
。
日
本
茶
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、

β
カ
ロ
チ
ン
な
ど
、
科
学
的
に
癌

に
な
り
に
く
く
す
る
物
質
は
知
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
癌
に
な
り
に
く

い
と
言
っ
て
も
少
し
の
差
で
す
。

む
し
ろ
、
こ
れ
を
食
べ
れ
ば
、
ま

た
、
こ
う
い
う
環
境
に
い
れ
ば
確

実
に
八
割
方
癌
に
な
れ
る
と
い
う

の
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
を

読
め
ば
あ
な
た
も
癌
に
な
れ
る
。

今
か
ら
ガ
ン
保
険
に
入
っ
て
実
行

し
ま
し
ょ
う
？

放
射
線

白
血
病
は
血
液
の
癌
で
す
。
良

く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
放
射
線

被
爆
に
よ
っ
て
な
る
こ
と
で
し
よ

放
射
線
で
な
り
や
す
い
と
言
え
ば

甲
状
腺
癌
も
そ
う
で
す
。
放
射
腺

を
日
常
的
に
浴
び
て
い
る
放
射
線

科
、
循
環
器
内
科
の
医
者
の
中
に

は
甲
状
腺
癌
に
な
る
人
が
多
い
の

で
す
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
白
血
病
と
甲

状
腺
癌
が
爆
発
的
に
増
加
し
て
い

る
の
は
周
知
の
と
お
り
で
す
。

わ
ら
び

わ
ら
び
を
食
べ
る
と
癌
に
な
り

や
す
い
と
い
う
宣
伝
さ
れ
て
久
し

い
。
私
自
身
わ
ら
び
は
好
き
な
の

で
、
小
さ
い
こ
ろ
に
聞

い
た
こ
の

話
を
医
者
に
な
っ
て
か
ら
確
認
し

ま
し
た
。

わ
ら
び
に
は
ブ
タ
キ
ロ
サ
イ
ド
と

い
う
強
力
な
発
癌
物
質
が
含
ま
れ

て
い
る
の
は
科
学
的
卜
証
明
さ
れ

て
い
ま
す
。
わ
ら
び
の
乾
草
粉
末

を
ラ
ッ
ト

に
食

べ
さ
せ
た
と
こ

ろ
、
大
腸
癌
、
盲
腸
癌
、
膀
胱
癌

な
ど
が
八
十

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に

発
生
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

た
だ
し
、
木
灰
で
ア
ク
抜
き
す
る

と
発
癌
率
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
、

重
層
で
処
理
す
る
と
十
パ
ー
セ
ン

ト
、
塩
蔵
で
五
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で

発
癌
率
が
低
下
し
た
と
の
こ
と
で

す
。

ゼ
ン
マ
イ
や
コ
ゴ
ミ
（
ク
サ
ソ
テ

ツ
）
に
は
発
癌
性
は
認
め
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
フ
キ
ノ
ト
ウ
や
タ
ン

ポ
ポ
な
ど
に
は
ピ
ロ
リ
ジ
ジ
ン

ー

ア
ル
カ
ロ
イ
ド
と
い
う
発
癌
物
質

（
肝
細
胞
癌
）
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
わ
ら
び
ほ
ど
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
十
分
な
水
洗
い
と
熱
湯

処
理
に
よ
っ
て
完
全
に
除
去
で
き

る
よ
う
で
す
。

た
ば
こ

愛
煙
家
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

喫
煙
に
よ
る
各
種
の
健
康
に
対
す

る
影
響
は
い
ろ
い
ろ
な
本
で
と
り

あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
喫
煙
に
よ

る
ス
ト
レ
ス
解
消
も
認
め
な
い
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
で

は
癌
と

の
関
係
を
述

べ
ま
し
ょ

う
。
ブ
リ
ン
ク
マ
ン
指
数
と
い
う

概
念
が
あ
り
ま
す
。
（
一
日

の
た

ば
こ
の
本
数
）
×
（
喫
煙
年
数
）

こ

の
値

が
四
〇
〇
を
越
え

る
人

は
、
医
者
と
し
て
肺
癌
を
疑
っ
た

検
査
を
す
る
よ
う
に
勧
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
二
十
歳
か
ら
吸
い
初
め

て
、
一
日
二
十
本
吸
う
人
は
四
十

歳
に
な
っ
た
こ
ろ
に
肺
癌
の
可
能

性
を
疑
わ
れ
ま
す
。

喫
煙
者
が
な
り
や
す
い
癌
は
な
に

も
肺
癌
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
喉
頭

癌
、
食
道
癌
、
膀
胱
癌
、
直
腸
癌
、

胃
癌
、
口
腔
癌
が
あ
り
ま
す
。
い

ず
れ
も
、
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人

よ
り

Ｉ
・
五
倍
か
ら
十
四
倍
の
危

険
率
が
あ
り
ま
す
。

今月 の休診日

１４日 第２火曜日

２８日 第４火曜日

＝佐井診療所＝



墨

罌

ウ
イ
ル
ユ

ウ
イ
ル
ス
が
原
因
の
肝
炎
は
Ａ

か
ら
Ｅ
ま
で
知
ら

れ
て

い
ま
す

が
、
Ｃ
型
ウ
イ
ル
ス
は
知
ら
な
い

で
い
る
と
じ
わ
じ
わ
と
肝
硬
変
に

し
て
、
仕
舞
い
に
は
肝
臓
癌
に
し

て
し
ま
う
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
現
在
日
本
で
肝
臓
癌
に
な
る

人
の
九
割
は
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

に
よ
り
ま
す
。

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て

す
ぐ
に
肝
臓
癌
に
な
る
の
で
は
な

く
、
感
染
後
二
十
年
以
上
し
て
か

ら
肝
硬
変
と
な
っ
て
し
ま
い
、
そ

れ
か
ら
肝
臓
癌
に
な
り
ま
す
。

混

ベ
ユ
ト（
扁

）

ア
ス
ベ
ス
ト
と
は
、
建
物
の
壁

に
使
わ
れ
て
い
る
防
音
材
や
、
自

動
車
の
ブ
レ
ー
キ
盤
に
使
わ
れ
て

い
る
石
綿
の
こ
と
で
す
。

私
た
ち
の
い
る
大
気
中
の
な
か
に

も
い
く
ら
か
含
ま
れ
て
お
り
、
ビ

ル
の
解
体
工
事
の
現
場
で
は
、
十

倍
以
上
の
ア
ス
ベ
ス
ト
が
あ
る
と

の
研
究
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ア
ス
ベ
ス
ト
、
肺
癌
、
悪
性

中
皮
腫
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
ア

ス
ベ
ス
ト
を
長
期
に
わ
た
っ
て
高
度

に
吸
込
ん
で
い
る
と
癌
に
な
り
や

す
い
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
手

の
職
業
の
人
は
要
注
意
で
す
。

肉

食

肉
食
と
と
腸
癌
の
関
係
は
結
構

研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
日
牛
肉
、
豚
肉
、
ラ
ム
肉
の
い

ず
れ
か
を
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
と

し
て
食
べ
て
い
る
人
の
大
腸
癌
リ

ス
ク
は
、
月
に
一
回
以
下
し
か
食

べ
な
い
大
に
比
べ
て
、
二
・
九
四

倍
高
い
そ
う
で
す
。
鶏
肉
を
食
べ

て
い
る
大
は
む
し
ろ
リ
ス
ク
を
下

げ
て
お
り
、
大
腸
癌
に
な
り
に
く

い
そ
う
で
す
。

で
は
、
牛
肉
、
豚
肉
、
ラ
ム
肉
を

食
べ
て
い
れ
ば
大
腸
癌
に
な
れ
る

か
と
言
え
ば
、
そ
う
で
も
な
く
て
、

調
理
の
仕
方
、
一
緒
に
食
べ
る
物

も
関
係
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

沖
縄
県
は
豚
肉
を
日
本
一
消
費
す

る
県
な
の
で
す
が
、
沖
縄
県
で
は

大
腸
癌
に
な
る
死
亡
率
は
全
国
に

比
し
て
低
い
の
で
す
。

そ
れ
は
、
繊
維
の
多
い
食
品
を
一

緒
に
と
っ
た
り
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を

多
く
取
る
か
ら
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
（
こ
れ
ら
は
大
腸
癌
に
抑

制
的
に
働
く
の
で
す
。
）

毎
日
、
豚
肉
、
牛
肉
、
ラ
ム
肉
だ

け
を
沢
山
食
べ
て
い
れ
ば
大
腸
癌

に
な
れ
る
、
と
だ
け
は
い
っ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

●
ど
う
し
て
も
癌
に
な
り
た
い
人
は
…

そ
の
他

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
一
部
を
箇
条
書
き
に
し

て
紹
介
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
紫
外
線
、
や
け
ど
、
ほ
く
ろ
は

皮
膚
癌
の
元
と
な
り
や
す
く
、
毎

日
皮
膚
に
コ
ー
ル
タ
ー
ル
を
塗
っ

て
い
る
と
皮
膚
癌
に
な
る
。

○
多
数
の
人
と
の
セ
ッ
ク
ス
を
若
年

か
ら
行
っ
て
い
る
人
は
子
宮
頚
癌
に

な
り
や
す
い
。
逆
に
、
未
婚
高
齢

出
産
、
セ
ッ
ク
ス
経
験
の
少
な
い
人

は
子
宮
体
癌
に
な
り
や
す
い
。

○
初
潮
が
早
く
閉
経
が
遅
い
人
、

未
婚
者
匸
咼
齢
出
産
、
妊
娠
回
数

の
少
な
い
人
、
無
授
乳
の
人
は
乳

癌
に
な
り
や
す
い
。

な
ど
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
す
が
、
紙
面
も
隕
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
こ
の
く
ら
い
に
し

ま
し
ょ
う
。
も
っ
と
知
り
た
い
人

は
わ
た
し
に
こ
っ
そ
り
言
っ
て
く

だ
さ
い
。
癌
に
な
る
秘
訣
を
伝
授

し
ま
し
ょ
う
。

霜
月

秋
の
田
を
刈
る
白
鷺
人
に
近
く

１１月

暮
ら
し
と
電
気
安
全

■
一
凧一
一`熾
芻
目
Ｋ
の

即
営
玖
い

に

ご
泙
一
立思
。

十
一
月
十
五
日
は
七
五
一
二
で
す
。
派
手
に
着
飾
っ
た
子
供
さ
ん
が
、
両
親
に
手
を

引
か
れ
て
。
嬉
し
そ
う
に
神
社
に
参
詣
す
る
姿
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

他
の
ど
こ
の
国
に
も
見
ら
れ
な
い
日
本
的
風
習
で
あ
り
、
廃
る
ど
こ
ろ
か
年
々
華

美
に
な
っ
て
い
く
傾
向
に
あ
り
ま
す
ね
。
わ
が
子
の
成
長
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
の

無
事
を
祈
る
親
心
は
、
ど
こ
の
国
で
も
同
じ
で
し
ょ
う
が
。

七
五
一
二
の
し
き
た
り
が
定
着
し
た
の
は
、
武
家
中
心
社
会
と
な
っ
た
江
戸
時
代
に

入
っ
て
か
ら
の
こ
と
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
。

一
二
歳
の
男
女
児
は
、
髪
置
き
の
祝
い
五
歳
の
男
児
は
、
袴
着
の
祝
い
、
七
歳
の
女

児
は
、
紐
直
し
の
祝
い
と
呼
ば
れ
一
人
前
に
な
っ
た
こ
と
の
喜
び
と
わ
が
子
の
健
康

を
家
族
と
一
緒
に
祝
う
催
事
な
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
近
頃
小
さ
い
お
子
さ
ん
の
フ
ァ
ミ
コ
ン
遊
び
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
お
母
さ
ん
の
お
手
伝
い
等
で
電
気
器
具
を
取
り
扱
う
こ
と
が
よ
く

あ
り
ま
す
ね
。
プ
ラ
グ
の
差
し
込
み
や
電
気
器
具
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
よ
く

取
扱
い
説
明
書
を
読
ん
で
、
お
子
さ
ん
に
教
え
て
あ
げ
て
、
感
電
事
故
と
な
ら
な
い

よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。



シ

ー

ツ

の

再

利

用

マ
ッ
ト

や
パ
ジ
ャ
マ
を

作

ろ

う

古
い
シ
ー
ツ
を
使
っ
て
、
生
活

用
品
を
作

っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

シ
ー
ツ
は
大
き
な
布
地
で
す
か

ら
、
何
を
作
る
に
も
便
利
で
、
ア

イ
デ
ア
し
だ
い
で
い
ろ
い
ろ
で
き

ま
す
。
簡
単
な
利
用
法
は
、
押
し

入
れ
に
収
納
し
た
布
団
や
座
布
団

な
ど
を
、
シ
ー
ツ
で
す
っ
ぽ
り
と

覆
い
、
ほ
こ
り
を
か
ぶ
ら
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
で
す
。

シ
ー
ツ
は
、
古
く
な
る
と
真
ん

中
の
生
地
が
薄
く
な
っ
て
き
ま
す
。

破
れ
な
い
う
ち
に
二
つ
に
切
っ
て
両

端
を
縫
い
合
わ
せ
る
と
、
も
う
一

度
シ
ー
ツ
と
し
て
使
え
ま
す
。

傷
み
の
激
し
い
シ
ー
ツ
は
、
二

セ
ン
チ
幅
に
切
り
驍
い
て
、
か
ぎ

針
で
足
ふ
き
マ
ッ
ト

を
作
り
ま

す
。
ふ
ろ
場
や
洗
面
場
、
台
所
の

足
ふ
き
に
と
、
惜
し
気
な
く
使
え

ま
す
。
模
様
編
み
、
形
、
大
き
さ

な
ど
を
工
夫
し
て
編
め
ば
、
お

し
ゃ
れ
な
足
ふ
き
マ
ッ
ト
が
で
き

ま
す
。
残
り
の
布
は
、
ミ
シ
ン
が

け
に
し
て
、
使
い
捨
て
の
ぞ
う
き

ん
に
し
ま
し
ょ
う
。

シ
ー
ツ
の
傷
ん
で
い
な
い
部
分

を
使
っ
て
、
ま
く
ら
カ
バ
ー
や

ク
ッ
シ
ョ
ン
の
中
袋
を
作
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
に
は
柄
模

様
や
ブ
ラ
ン
ド
の
マ
ー
ク
な
ど
に

よ
っ
て
、
お
気
に
入
り
の
シ
ー
ツ

が
あ
る
も
の
で
す
。
好
き
な
柄
や

ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
手
作
り
ま
く

ら
や
ク
ッ
シ
ョ
ン
、
パ
ジ
ャ
マ
や

ネ
グ
リ
ジ
ェ
は
、
子
ど
も
た
ち
に

喜
ば
れ
ま
す
。

も
し
、
シ
ー
ツ
が
タ
オ
ル
地
の
も

の
な
ら
、
適
当
な
大
き
さ
に
切
っ

て
縁
を
か
が
れ
ば
、
立
派
な
バ
ス

タ
オ
ル
や
タ
オ
ル
に
変
身
し
ま
す
。

チ
ロ
リ
ア
ン
テ
ー
プ
（
幅
一
犬

一
セ

ン
チ
の
刺
し
ゅ
う
入
り
テ
ー
プ
）
を

張
っ
た
り
、
縁
に
レ
ー
ス
を
つ
け
た

り
す
る
と
、
お
し
ゃ
れ
な
タ
オ
ル
に

な
り
ま
す
。
お
手
ふ
き
を
作
っ
て

も
い
い
で
し
ょ
う

。

手
芸
の
好
き
な
人
や
器
用
な
人

は
、
シ
ー
ツ
を
草
木
染
め
で
染
め

て
、
居
間
の
ソ
フ
ァ
ー
や
食
卓
の

い
す
の
カ
バ
ー
な
ど
に
し
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。
生
活
の
ア
ク

セ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

満 １ 鑞に なり ま す

古

佐

井

（
浩
・
秀
子
）

と
し
ひ
ろ

津
田

俊

博

く
ん

○我 が 家 の メン 子ち ゃ ん 募 集 中Ｏ

役 場 企 画 調 整 課 で は 、 満 １ 歳を 迎

え る メ ン 子 ち ゃ ん の 写 真を 募 集 し

て い ま す 。満 １歳 に な る 前 の 月 の１５

日 ま で に 役 場 ま でご 提 出 し て 下 さ

い 。

（お問合せ）役場企画調整課 宮沢まで

戸籍の窓口
１０月１４日現在

Ｏ゛誕生おめで嘉々
中 村

べ
芦（雅之）牛 滝

東 出 聯 診（直武）磯 谷
内 藤 美 侑（ 光 ）福 浦

○ご結婚おめでとう
（ 山 本 圭 一 古佐井

播 磨 まゆみ 仙台市
（鈴 木 仲 也 東京都

菊 池 祭 子 古佐井
（ 田名部 孝 夫 古佐井

東 出 代理子 大佐井
（ 相 内 鉄 也 むっ市

樋 口 博 子 古佐井

○おくやみ申し上げます
奥 本 廣 藏（やゑ）古佐井
坂 井 健次郎（ヨネ）古佐井
川 岸 っ ね（延子）大佐井

糸個人のプライバシーを尊重する意味で
掲載してほしくない方は、届出の際、
係に申し出て下さい。

佐 井 村 の 人 口 （９月３０日現在）

男 １，７２１人（－４ 人 ）

女 １，７４５人（ Ｏ 大 ）

計 ３，４６６人 卜 ４ 人 ）

世帯数 １，１１０人（－１世帯）
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